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エ ビ デ ン ス レ ベ ル の 低 い グ ル ー プ で あ る 。 三 つ 目 は
dacarbazine,cytarabine,M-VAC,BEP,fludarabine が属し、総症例数が 1000～
7000 人、第 3 相試験が 8 つ未満のグループである。【結論】公知申請として承
認される薬剤のバックグラウンドはそれぞれ異なっていた。それらを考慮した
クリティカルレビューの結果、Carboplatinは治験の実施が可能であり、公知申
請を利用する必要があるのか議論の余地があった。その他の薬剤は公知申請と
しての承認が妥当と考えられた。 
 
